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　令和2年1月に国内で初の新型コロナウイルスの感染者が確認されました。2月25日には県
内で初の感染者を確認、以降、令和6年4月に通常の医療体制に戻るまでの4年余りの年月は、
まさに未知の敵との闘いであり、試行錯誤を繰り返しながら、全力で対策にあたってきました。
　この間、本県では確認されているだけで467,982人もの方が感染し、900人の方の尊い命が
失われました。
　「救える命が救えなくなる事態」にならないよう、県、市町村、医療関係者、検査事業者、福祉・
学校・保育等の各施設の方々、そして県民の皆様と総力を挙げて対策を講じてまいりました。
特に医療関係者や高齢者施設の従事者の皆様には、大変厳しい環境の中で、患者や施設利用
者の命を守るべく、ご尽力いただきました。また、この間、県民や経済事業者の皆様には多く
の要請をさせていただき、厳しい状況の中でも惜しみない協力をいただきました。改めて、全
ての県民の皆様に心より感謝申し上げます。
　県では医療提供体制を整えるため、病床の確保、検査体制の拡充、宿泊療養施設の整備等
を医療関係者などにご協力いただきながら取り組み、ワクチンが開発されてからは、市町村等
と協力し、県民のワクチン接種を推進してきました。
　県民の皆様へは、県独自の医療アラートや感染警戒レベルなどを用いて呼びかけを行い、
状況に応じて不要不急の外出の自粛や飲食店等の営業時間短縮、イベント開催時の制限など
行動制限を伴う感染対策を要請してきました。
　また、深刻な誹謗中傷や差別的な扱いも見られたことから、市町村や経済団体、民間団体
等と協力して啓発活動を繰り返してまいりました。
　今回の新型コロナ対応で、知事としても組織としても、感染症対策に対する一定の知見や
手法を見出すことができた部分もありますが、新型コロナが国内に侵入してきた初期はほとん
ど手探りの状況でした。今回のような感染症危機はいつ起きるか予測できませんが、将来必
ず到来すると言われています。
　そのため、感染症対策の基本的な方針、今回の対応のポイントや考え方、その背景等をで
きる限り詳しく残しておくことが、後世に対する責任であると考えて、記録集として残すこと
とした次第です。
　この記録集が今後再来するかもしれない未知のウイルスの出現、新たな感染症危機の対応
にあたる関係各位、県民の皆様の一助となれば幸いです。

　　令和7年（2025年）1月

発刊にあたって

長野県知事

阿部 守一
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凡　　例
　本記録集は、新型コロナウイルス感染症が国内で発生した令和2年1月から、令和6年3月末
まで（5類感染症移行を経て通常の医療提供体制に完全移行するまで）の本県における対応を
中心に、まとめたものである。
◇表記について

・感染症名は、原則「新型コロナウイルス感染症」あるいは「新型コロナ」とし、一部「コロナ」
と略したものもある。

・年号の表記は和暦を基本とし、表・グラフ内など一部はアルファベット（令和＝Ｒ）で示した。
・時刻は原則24時間表記とした。

◇感染の波（期間）について
・本県では、県内及び全国の感染状況を踏まえ、長野県新型コロナウイルス感染症対策専門

家懇談会での確認を経て、感染の各波の期間を決定したため、政府又は他の都道府県が示
すものとは期間が異なることがある。

◇インタビューについて
・令和6年6月から9月にかけて実施した。
・掲載者の肩書は、新型コロナ対応当時（令和2年1月～6年3月）のものとした。インタビュー

時点、記録集発行時点のものとは異なる場合がある。
◇新聞記事について

・必要に応じて本文の省略や組み方の変更をしているため、実際に新聞に掲載された記事と
はレイアウトが異なる場合がある。
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•まん延防止等重点措置開始（3/6まで） （27日）
•オミクロン株と闘う県民共同宣言 （27日）

•医療非常事態宣言、全圏域警戒レベル6 （8日）
•BA.5対策強化宣言発出（9/4まで）（24日）

•医療非常事態宣言（14日）
•第8波克服県民共同宣言（22日）

•常設の県ワクチン接種会場終了（25日）

•医療警報発出（29日）

•新型コロナウイルス感染症対策室廃止（9日）

•医療警報発出（12日）

•警戒・対策本部廃止（31日）

•飯田お練りまつり始まる（25日）

•諏訪大社御柱祭始まる（2日）
•1年延期した善光寺御開帳始まる（3日）

•約2年ぶりに外国人観光客の受入れを再開（10日）

•BA.5対策強化宣言を新設（29日）

•全国旅行支援開始、入国者数上限も撤廃（11日）

•全数届出の見直し（26日）

•政府対策本部が5類感染症への移行方針（27日）

•マスク着用の考え方を見直し（13日）

•WHO「国際的な緊急事態」を解除 （4日）
•5類感染症に移行（8日）

•諏訪湖祭湖上花火大会が4年ぶりに通常開催（15日）

•内閣官房に内閣感染症危機管理統括庁発足（1日）

1週間あたりの患者等の数（5類感染症移行まで）
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•対策本部廃止、要綱に基づく警戒・対策本部設置（8日）
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•庁内連絡会議初開催（17日）
•要綱に基づく対策本部設置（29日）

•県内感染者初確認（25日）
•専門家懇談会初開催（26日）

•県立学校の一斉臨時休業開始（2日）
•法に基づく対策本部設置（26日）

•新型コロナウイルス感染症対策室設置 （3日）
•長野県の緊急事態措置実施（5/14まで） （17日）

•感染警戒レベルの運用開始 （15日）

•県立学校で通常登校再開 （1日）

•新型コロナ等対策条例公布・施行（9日）
•新型コロナ対策県民手帳の全戸配布

•感染症対策課設置（1日）

•1か所目の宿泊療養施設開設 （11日）
•誹謗中傷等からみんなを守る共同宣言（25日）

•「ココロのワクチンプロジェクト」開始 （4日）

•初の医療非常事態宣言（14日）
•ワクチン接種体制整備室設置（25日）

•医療従事者対象のワクチン優先接種開始 （5日）

•高齢者向けワクチン接種開始（12日）

•県内で初めてデルタ株確認 （28日）

•1か所目の県ワクチン接種会場開設 （26日）

•デルタ株と闘う県民共同宣言（12日）
•医療非常事態宣言、全県警戒レベル5 （20日）

•「命と暮らしを救う集中対策期間」開始（3日）

•ワクチン・検査パッケージの無料検査開始 （22日）

•国内で初の感染者を確認（15日）
•WHO「国際的な緊急事態」を宣言 （30日）

•国内で初の死亡者確認 （13日）
•政府が学校の臨時休業を要請 （28日）

•東京五輪・パラリンピックの延期決定（24日）
•法に基づく政府対策本部設置（26日）

•安倍晋三首相が布マスクの全世帯への配布表明（1日）
•7都府県に緊急事態宣言発出（7日）、全国に拡大（16日）

•国の専門家会議が「新しい生活様式」を提言（1日）

•接触確認アプリ「COCOA」の運用開始（19日）
•都道府県をまたぐ移動を全国的に緩和（19日）

•政府が新型コロナ対策分科会設置（3日）
•東京発着除きGo To トラベル開始（22日）

•中止になった高校野球の長野県代替大会決勝（10日）

•改正予防接種法施行（9日）
•Go To トラベル事業を全国で一時停止（28日）

•1都3県に緊急事態宣言発出（7日）
•世界の感染者が1億人を超える（27日）

•改正感染症法と改正特措法が施行（13日）
•ファイザー社ワクチン、国内初の正式承認（14日）

•中核市移行で発足した松本市保健所が業務開始（1日）
•東京五輪の聖火リレーが県内でスタート（1日）

•1年延期した東京五輪開幕。大半が無観客（23日）

•国内の累計感染者数が100万人を超える（6日）
•東京パラリンピック開幕。原則無観客開催（24日）

•WHOがオミクロン株を「懸念される変異株」に（26日）

•アプリによるワクチン接種証明開始（20日）
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